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創立者・相馬永胤家と祖父隼人についてはじめに専修大学の創立者の一人である相馬永胤の生い立ちから青年期については、専修大学相馬永
胤伝刊行会編『相馬永胤伝」(専修大学
出版局
一九八二
)に
詳しく紹介されている。
また専修大学創立一
三 O 年 記 念 と し て 刊 行
された専修大学の歴史編集委員会編「専修大
学の歴史』
(平凡社
二 O O 九
)に は 、 こ の 間 の 調 査で明らかに な っ
た新しい事実を紹介しながら、彼の幼年期から青年期までが
簡潔 に
描かれている。
しかしこの時
期の記述については、
いずれも彼の回顧録
である
「相馬永胤翁懐旧記』(専修大学年史資料室
一九九七、以下「懐旧
記 』 と 略
)に
拠るところが大きかった。
ただし『懐旧記』は、七O
歳でその記述が終わっているところから考えて、最晩年の思い出の記録であることは間違いなかろう。
それゆえ、その記述について、
特 に 幼 年 期 や 青 年 期 に つ い て は 一 つ 一 つ 記 事 を
裏付ける調査を行い、
確認しておく必要があろう。
永 胤 は
「余ハ、幼少ノ頃ヨリ
祖母ニ養育セラレ、万時万端、総テ
青木美
智 男
(専修大学史編集主幹)
祖母ノ世話ニ成リタレハ」(
「修養卜信念」「懐旧記』
)と
記している
ように、早くに母と別れたため、彼を養育してくれた祖母に特別な思いを寄せている。
そ の 祖 母
の夫である隼人は、幕末の彦根藩
に と っ て 一 大 事 件であっ
なおすけ
た、万延元年(一八六O
)一
二月三日の「桜田門外の変」
で藩主直弼
が殺害された時、浪士たちに持ち去られて、近江国三上藩遠藤家の藩邸に投げ込まれた直弼の首を、家臣の首と偽って取り戻し、藩の危急を救った家臣の一人であるといわれている。
本稿は、永胤に至るそうした相馬家の歴史を、彦根藩の藩政文書
などをベ!スに掘り下げ、歴史のなかに位置づける基礎的作業の第
円。
一歩である。
幸い彦根城博物館が所蔵する、元禄時代から明治維新まで書き継
がれてきた彦根藩全家臣の由緒や経歴を記した台帳『侍中由緒帳』が、すべて活字化され刊行されている。
そのなかの相馬家の部分を
紹介しながら、初代から五代までの歴代当主の経歴を追い、本稿の目 的 に 迫 っ て み た い と 思 う 。
創立者･相馬永胤家と祖父隼人について
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ただし本稿は『侍中由緒帳』の記述をそのまま引用して説明した
に過ぎない｡周知のように彦根城博物館には､膨大な藩政文書が所蔵され､近世関係の文書は公開されている｡本来ならば記事一つ一つについて関係文書に当たり事実を確認して初めて確証を得る必要があるだろう｡それはこれからの私の仕事である｡その点を最初にお断りしておく｡1.彦根藩のなかの相馬家
相馬永胤は､回顧録『懐旧記』の冒頭で､自分の家について'次
のように述べている｡
余ハ'嘉永三年十一月二十二日近江国犬上郡彦根尾末町二生ル｡父ハ右平次'母ハ側女静ニシテ､祖先ハ中村庄左衛門(或ハ長石衛門卜称セシコトアラン)ニシテ､其長男ヲ勘六郎卜云'後相馬庄左衛門卜改名ス｡代々彦根城主井伊家二仕へ'旧江戸ノ屋敷二居住ス｡余力祖父隼人ノ代二到り､故ア-テ彦根住居ヲ命セラレクリ｡余生レテ末夕数月ナ サルこ､祖父井父 連レラレ従ヒ､相模国三崎二転居ス｡
相馬家の祖先について知ることができるもっとも信頼できる記録
といえば'それは彦根藩に残る由緒書であろう｡なかでも彦根藩井伊家文書(彦根城博物館蔵'国指定重要文化財)　のなかにある､明治維新期までの彦根藩士すべての履歴を書き留めた｢侍中由緒帳｣の｢相馬右平次家｣ 由緒書が､もっとも適切と思われる｡
なぜなら､この｢侍中由緒帳｣は'彦根藩が成立過程で抱えた様々
な出自の家臣らの由緒を明確に記録し､後世に起こ であろう相続争い どに対処するため､元禄四年(一六九一)　に､家臣たちに由緒書を提出させたのをきっかけに'代々提出を求め明治初年まで継続されてきた壮大な由緒書集成だから ある｡家臣は藩の求めに応じて､藩が示し 雛形をベースに提出したもので'その際お家の名誉不名誉にかかわらず詳細 記述 ことを要求されたら -､きわめて正確であると類推できるからであ ｡
そこで『侍中由緒帳』(彦根市教育委員会　1九九四〜二〇〇九)
に収録されている｢相馬右平次家｣の部分を紹介することとしようただし代々当主の履歴は長文である め､主要な部分のみの摘出にとどめざるを得ないことを予めお断りしてお-｡
と､おそらく自分が記憶している事柄をあり まま 書き留めていると思われるので､まず｢祖先ハ中村庄左衛門ニシテ｣という記録から確認しておこう｡
(貼紙 )｢百三拾石｣
(貼紙)　　｢右平次　｣
｢隼人　　｣｢右平次 ｣｢三平　　｣
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ている。
まず最初に記録されているのが相馬家初代の略
歴であ
る。
初代は最初中村庄左衛
門と称した。
元禄
一四年
(一七
O一
)、そ
の中村圧左衛門は
彦根藩に召し出され三
人扶持で抱えられる。
そし
て宝永
四年(
一七O七)
四月一九日より、
「御中屋敷裏御門上番被
仰付」
とあ
ることから、江戸赤坂にあった彦根藩中屋敷詰めを命じ
られ、五代藩主直通の世子直恒付の家臣となったことがわかる。
その
後庄左衛
門は祐筆(書記)に取り立てられ、最後は十代藩主
直英(後に直幸
と改名)直属の「御祐筆」、さらに「御留書役
」に
まで出世し、延享二
年(一七
四五)改名して相馬家を名乗ることを
許された。
何歳であったかはわからな
いが、同
四年に老年のため隠
居したという。
つ ま り 、 相馬家
は初代から江戸藩邸詰めで藩主付の
寛延三
庚午年三
月十一日、御祐筆役被仰付候
宝暦十
一辛巳年十二月廿
二一
日、御留幸一目役被
仰 付 候 、
(中略
)
明 和 八 辛 卯 年 七月廿
二日
、
御 勢 与 様 ( 十 代 藩 主 直 幸 の 息 女 )
御婚礼御用懸り被
仰 付 置 候 処 、 無 滞 相 勤 候 - 一 付 、
為御褒美
御 紋 付 御 上 下 壱
具・佐野御綿弐把被下置候
安永二笑巳閏三月十九日、御
役儀無滞相務候
一一 付、御右筆
頭ニ被仰付候同年十二月廿七日、御役
筋 出 精 相 務 候 ニ
付、為御褒美佐野
御綿弐把被下置候安 永
四乙
未年正月七日、数
年御役儀無滞相勤、其上少分限
ニ付
、 御 加 増 五 拾 石 被 下 置 候
(中略
)
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家臣
で
あっ
た。
以 上 の 点 か ら 、 永 胤 の 回 顧 録 『 懐
旧記』
冒頭の記述は、正確であ
るとい
えるだ
ろう
。
安永五丙申年
四月十三日、日光山江
御 供 奉 被 遊 候 ニ 付 、
御跡乗掛行列御供被仰付、於御宿坊御
用向相勤申候
(中略
)
創立者 ・ 相馬永胤家 と 担父隼人につ い て
しかし『懐旧記』
はここで
四代目
に当たる祖父
隼人の話へ飛び、
二代から三
代までの祖先についてはまったく触れられていない。
そ
こで『侍中由緒帳』
を使って、この間の部分を補っておこう。
二 代
目について、
『侍中由緒帳』
は次のように記している。
天明元辛丑
年八月三日、近年気力衰、物覚薄相成候
一一付、
御役儀御免之儀相願
候処、年久敷相勤候事
一一 一候得者、此上
相凌、其侭相
勤 候 様 被 仰 付 候
同年九月十五日、御留守中格別出精相勤候ニ付、佐野御綿二把被下置候
二代
目右平次書継之趣延享五
戊辰三
月、父庄左衛門願之通、隠居被仰付、跡式無
相 違 五 拾 石 、
枠子右平次
一一 被下置候
天明二
壬寅年
四月十八日、此度御加冠御
用向無滞相勤
一段
ニ被思召、依之為御祝儀御
金三百疋被
下 置 候
若殿様御櫛役見習
被 仰 付 候
同年十一月十七日、今度若殿様(直幸
世子直富
)御
上
使 御 供 相 勤 候
一一
付、為御祝儀
御銀弐枚被下置候
(中略
)
天明
三
京大卯年十一月九日、右膳儀、
二一
平与名相改申候
周年十一月十八日、三平儀、右膳与名相改申候天明四
甲辰
年 二
月十一日、父右平次病死仕、同三月八日、
跡式無相違百石
被 下 置 候
天明七丁未年三
月十九日、右膳儀、右平次与名相改申候
と あ る よ う に 、 二 代 目 右 平 次 は 、 祐 筆 と し て の 役 目 を 十 分 に 果 た し 、祐筆頭にまで昇進した。
そしてさらに主家の婚儀や日光社参に御供
するなど、主家と深くかかわる業務を無事勤めたことで五O石の加増を受け、老衰による隠居願い
も聞
き入れられず、井伊家による御
勤めが恒例となっている将軍嗣子の加冠の儀式の際にも、藩主に付き添うという重職を勤めるなど、二代目右平次は相馬家の繁栄に大い に 尽 力 し た 。
第三代八
十 吉 は 、 父 右 平 次 の 存 生
中 か ら 家 臣 と し て 出 勤 し た ので、
彼の由緒書はそこから始まる。
(中略
)
寛政元己酉年五月朔日、大貌院様(直幸
)御
遺
志ニ付、御割合を以御銀
被 下 置 候
同 年 八月
九日、御座之
御間江被召出、御内目付役被仰付候
寛政
二庚
成
年十
二月十日、御
目付役-一御役替被仰付候
(中略
)
寛政六甲寅年十月五日、此度御 成 御 用 向 出 精 相 勤 候 一 一 付
、江刀朋御綿三把被下置候
(中略
)
同 年
(企享口字子和二
)九
月
役料金三
十両被下 置 候
(中略
)
三代目八十
吉書継之趣
安永
二笑
巳年十一月五日、父
右平次存生之内
若殿様
( 直 幸 世 子
直富
)御伽役一一被召出、御擬弐拾俵三人
扶 持 被 下 置 候同 年 十 二月十
一日、八十吉儀、右膳与名相改申候
安永八己
亥年十月十一日、親右平次伺之通、指相被仰付候
ニ 付 、 恐 入 、 伺 之 通 指 相 勤 番 御 家 老 中 被 申 渡 、 同月士
二日
、
御免被申渡候(安永九
)庚子年四月廿八日、此度
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文 化 二
乙丑
年十
一月朔日、御中屋敷御留守居役
-一 御役替被
仰 付 候
一、文化三丙寅年七月朔日、年来御役儀無滞相勤一段思召、御
加増五拾石被下置、御目付役
-一 帰役被仰付候
(中略
)
同年(文化十
四)
十月十五日、御
上屋敷見廻り役
-一 御役替
被 仰 付 候同 年 十月十五
日、段
々御役儀無滞相勤一段
-一 思召、御上下
壱具被下置候同年十二月十六日、病死仕候
創立者 ・ 相馬永胤家 と 祖父隼人につ い て
以上が三代目右平次の略
歴である。
八十吉、右膳、三平、右膳と
名を
改め、父の死後、父の
名・右平次を名
乗ることになった。
この
間の藩内におけ
る相馬家の位置は、将軍嗣子が宮参りのあと
井 伊 邸
を訪
問する、いわゆる「御成」
の際に藩主
に従う役目を
申し付けら
れるなど、主家にかかわる職務から、内目付、目付、御城使役、御留守居役など江戸藩邸内での重要な
職務
を任
される立場へと進み、
さらに五O石を
加増されるに至った。
日付とは、家臣の職務上の監
視役であり、内目
付は家臣のプライ
ベートな世界にまで立
ち入った監視役で、いずれも彦根藩にあって
重要な役職である。
そして御城使役は、単に
「 城 使 」 と も 呼 ば れ る
が 、
「 御
城 、
つ ま り 江 戸 城 へ の 使
いを
主 た る 任 務 と す る 役であるが、
江 戸 城 内 の 動 き
を知
る情報収
集の役割も担っていた。
『彦根市史」
通史編によれば、
「
弓鉄砲組頭あるいは母衣役の者
が 就 い た 」 と
あ り 、 両 役 職 と も 軍 事 組 織 上 の 要 職
である。
相馬家は、
これまで藩の軍事的組織下の役を
拝命したことはなく、それ
ぞれ二
五O石、
一 五 O 石 以
上という扶持高制限以下の家で
あって、もしそ
の制限が厳密に適用されてきたとすれば、異例の抜擢ということになる。
また、その後拝命した「御留守居
役」
は、正しくは「江戸中屋敷
留守居役」
というが、赤坂藩邸にあって、幕府・諸藩との連絡・交
渉 に あ た る 重 職で、主とし て 母 衣 役 が 当 た
り 、 定 員 は
三名
で
あっ た 。
右平次の就任は異例であったように思う。
この異例
の抜擢こそが三
代目右
平次の功績だった。
こうしてみると、相馬家は二代、三代の右平次の代に、彦根藩の
家臣団のなかでは中堅
層である「
平士」と呼ばれる階層にのぼり、
藩行政において日常の重要
な実務を担当する位置を
占めるに至った
といってよいであろう。
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2.
四代目祖
父隼
人に
ついて
永胤は、回一
顧録
「懐旧記』
のなかで、もっとも身近な家族の一人
として、祖父隼人について次のように述べている。
その部分
を再
録
しておこ
う 。
余 力 祖 父隼人
ノ代
ニ到
リ、故ア
リテ
彦 根 住 居 ヲ 命 セ
ラレタ
リ。
余生レテ未タ数月ナラサルニ、祖父井父
-一 連レラレ従ヒ、相模
国三崎
一 一転 居 ス 。
子三
平江被下置候
文化一
元戊寅(十
五の誤
記力
)年五月十二
日、
三平儀、右平
次与名相改申候文政三庚辰年正月七日、少分限-一市打続御使番助相勤、費用茂可有
之ニ付、御銀五
枚 被 下 置 候
同年三月八日、三丁火消-一早速
罷越、公儀御役人衆指図之
場所江罷出、夫々
致
下知相働消留候一一付、為御褒美佐野御
綿弐把被下置候
(中略
)
相馬家は隼人の
代になって
「故ア
リテ」と、何らかの理由で江戸
藩邸 か ら 彦 根 へ
転居を命じられた。
そして自分は彦根城下の一角で
生まれたが、まもなく
祖父隼人と父とともに相模国三浦
半 島 の 三 崎
に移ることになったというのである。
永胤は、彦根への
転居理由について、
「故ア
リテ
」
と言葉を濁し
ているが
なぜなのだ
ろうか。
それはおそらく
相馬家の名誉とかかわ
る事柄であり、しかもそれが祖父
隼人の人
柄と深
くかかわっている
と 認 識 し て い た か
らであろう。
しかし永胤の生涯を考えるとき、見
過ごすことのできない
問題で
あったので、
「専修大学の歴史』
(平凡
社二
OO九
)では、その点を明らかにしておいた。
そこで相馬家
が藩に上
申 し た 前 述 の
「由緒書」を通して、隼人の履歴を紹介しつ
つ 、 彦 根
転居の根拠となった記述を紹介しておこう。
同 年 ( 文 政 六
)三
月十
四日、
旧冬金子返済之
儀 一 一 付 、 身 分
不相応於途
中町家之者与申
争、其上身持遊惰物好等致シ、
間一
一者年若之者悪敷方江誘引致候趣相聞、以之外
不時至極
ニ付、急度閉塞被仰付
候
同年四月十
四日
、閉塞御免被仰付候
同年四月廿九日、右
平次儀、隼人与名相改申候
(中略
)
四代日コ
一平
書継之趣
文化十
一甲成年二月廿一日、父右平次存生之
内、御騎馬徒
ニ被召出、御擬弐拾六俵三人扶持被下置候
文 政 八
乙
酉年七月廿五日、先頃忌引中、於御
門外不心得之
儀有之趣達御聴、忌
引中不慎之至一一思召、御叱被仰出、恐
入、伺之通指相勤番御家老中被申渡、同月廿八日、御免被申渡候
(中略
)
(中略
)
文化十五戊寅年二月七日、父右平次跡式無相違
百 五 拾 石 枠
文 政 十 二
己丑
年 六月五
日、毎々
方 々
江助被仰付候処、煩引
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茂 不 致 、 出 精 相 勤 候 - 一 付 、
為御褒美佐野御綿弐把
被 下 置 候
(中略
)
(中略
)
同 年 ( 天 保
一 二
)十
二月廿八
日、 御城 使 役 一 一 御 役 替 被 仰 付 、
翌廿九日、御役替被
仰 付 候 - 一 付 、 為 雑 用 米 五 拾 俵 被 下 置 候
弘化
三丙午年三月十九日、先年よ
り小嶋悦太郎
( 御 前 様 付
人)
大小
不義理之仕向有之趣相聞、其上兼而厳敷被
仰 出 置
候 処 毎 々
遊惰之筋相聞、
身柄不似合之体一一而
旧冬以来御門
夜 入 致 シ 、 重
キ御
役
儀茂勤居以之外
不届至極一一付、御役儀
御取上、急度
閉 塞 被 仰 付 候
同 年
四月十九日
閉塞御免被仰付候
同 年 七
月十
四日、不慎之趣
-一付、彦根一一被指置候問、家内
召連支度次第
罷 登 候 様 被 仰 付 候
同年十
一月十七日、於彦根、江戸一
一而遊惰之筋有
之、且小
嶋悦太郎より借用之大小不義理之儀有之-
一付、当春急度御
答被仰付候
得者、早速時合可致処無
其儀、剰大小者質物-一
差入置、年月打過利分相嵩
候迄捨置、今日至強而
譲 受 致 候
趣ニ者候得共、矢張所持
不致対傍輩、右体之次第士道忘却
不義理之
至 、 重 々
不均
至 極 ニ 付 、 弐 拾
石減知、急度閉塞被
仰 付 候同年十二月十七日、於彦根閉塞御免被仰付候嘉永三庚成
年十二月七日、於彦根御備場詰被仰付、家内召
連直一一相茄江罷下り候様被仰付候
天保四
突巳年
四月十五日、千田(駄
)谷
御屋敷御留守居加
役 被 仰 付 候天保六乙未年二月晦日、千田谷御屋敷ニ而
伐払-一相成候木
之儀-一付、
不直之筋共相聞、猶又、右一件一
一十町元
〆役
之者
共江茂御役前不似合之指図致シ、其
上軽キ
者難渋之筋茂有
之趣、
重 々
不
届至極以之外之儀一一付、
御役儀御取上、急度
閉 塞 被 仰 付 候同年四月廿日、閉塞御免被仰付候
(中略
)
同 年 ( 天 保 九
)十二月十六日、御使番本役一一被仰付候
天保十己亥年八月朔日、御座之御間江被召出、御中屋敷御日付役被仰付候
(中略
)
創立者 ・ 相馬永胤家 と 祖父隼人につ い て
天保十二辛丑年二月九
日、御座之御問江
被召出、御城使役
ニ御役替被仰付候同年二月九日、御役替被
仰 付 候 処 、 勤
向之儀者、荻原勘解
由(御城使萩原与惣次家七
代目
)同様相勤候様、猶又、為
雑 用 米 百 五 拾 俵 被 下 置 候同 年 五
月廿
二日、御座之
御間江被召出、御中屋敷御目付役
ニ帰役被仰付候
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四代目は、
一二平↓右平次↓隼人と名を改めたが、この間、真
面目
に勤務する傍ら、私生活では「遊
惰」
と藩から熔印されるような行
為を繰り返し、短期間ながら「御答」
や「閉塞」
を申し渡され続け
た。
しかし天保期に入り三代目右平次が勤めていた中屋敷目付
、御
城使役などに就いて面白を保ってきたが、弘化
三年(一八
四六
)に
借用した万の大小質入事件による閉塞は
重く、短期間で解除
された
ものの、これまでの
「遊惰」
や門限破り
などの違反行為を含めて、
彦 根 へ の
転居を命ぜられてしまったのである。
この時、相馬家が藩より与えられた屋敷地は、彦根城下に隣接す
る尾末
町という城外の町で、永胤はここで生まれた。
当時
父の名を
三平といい、いまだ家督を継いでいなかった。
まもなく母が離別さ
れ、永胤は祖父母に育てられることになった。
父
三平は、
「侍中
由
緒帳』によれば
五代目三平書継之趣
嘉 永
四辛
亥年正月一
一百
、
於 彦 根 御 騎 馬 徒
ニ被
召 出 、
御擬弐
拾 六
俵コ
一人 扶 持 被 下 置 候 ( 網 掛 け 抹 消 部 分 に
「貼紙」
あ り 。
「 辛 亥 年 正月一
一百
、父隼人存生之内、於彦根御騎馬徒-一被」
とある
)
とあるよ
うに、騎馬徒として任務についていた。
ところで御城使役とは日常的にいかなる業務をこなしていたのだ
ろうか。
幸い彦根城博物館所蔵の彦根藩井伊家文書には、江戸藩邸
で作成された帳簿類も保存されている。
そのなかに
「御城使寄合留
牒」
という御城使の日常的な業務記録が残されている。
これらの帳簿の表紙には、その時々
の御城使役五人の名が記され
ていて、中味を見ると五人が毎日当番を交替し、一日の出来事を帳簿に記録していることがわかる。
記事の大半は幕府の関係機関との
対応についてのもの、または彦根藩
江戸屋敷内での調整と諸藩との
かかわりに関するもので、幕府や諸藩の関係者と御城使の間で緊密なやり取りが頻繁に繰り返されていることがわかる。
そして時に御
城 使 役 個 人 の 記
事も散見できる。
たとえば弘化三年二月二O日の記
事には
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相馬隼
人義妻出産致
候ニ付、今日より産
械 引 ニ 候 事
などという記事が記されており、こうした御城使役聞の勤務動向にも目配りしていたことがわかる。
当然、相馬家の彦根
転居のきっか
けとなった大小質入事件についても、簡略
に記され
ている。
本来な
らその詳細が記録されていてもおかしくはないし、同僚たちも知っていたものと思われるが、それは見当たらない。
しかし隼人は、
「御城
使寄
合留牒」
を見る限り
、日常的には彦根
藩と幕府や諸藩との関係を円滑に結ぶ業務をこなしていたことだけは事実である。
3.
相馬家の三浦半島居住体験
彦根藩が幕府から相州三浦半島の海防警衛を命じられたの
は、
弘
化四年(一八四七)のことである。
そこで彦根藩は、
三浦半島の南
端に近い上宮田村と三崎村
(ともに現神奈川県
三崎市)に陣屋を構
え、
総勢二七OO人を越す大部隊を駐屯させ
た。
しかし彦根市立図
書館が所蔵する弘化五年(一八四八)二月の「相州御備場武器人数書付」(『神奈川県史』資料編叩
近世7
一九七八)によれば、
上宮田陣屋には
家老を筆頭に、「牛馬船頭水主迄千五百九十二人」
、
三崎陣屋には番頭を筆頭 、「
牛馬船頭水主迄千百三十
一人」と
あり、
合計二七二三人となるが、
このうち彦根より派遣の家臣たち
は、
上宮田に二三三人、
三崎には一五六人と計三八九人に過ぎず、
残りの二三三四人は、
現地採用の農民や漁民で占められていた。
た
創立者・相馬永胤家と祖父隼人について
置崎
o ，�m藩1M;的付1・ユ化4耳、)
企 ，jllHffíi所(;0惚分?の付l海"，q、I
o iì J品
. ;!見書E軒
_._. f，S J.昆
r，u，の市町境
だし家族を伴って赴任したとすれば、
彦根か
らの移住者は、干名を越す数になったであろ，つ。しかし江戸湾への外
国船の度重なる侵入直面した彦根藩は、
さ
らなる増員が必要と判断し、
嘉永三年(一八
五O)
からそれを実行に移した。
相馬家はこの増員要員として三浦
半島へ赴任したのである。
永胤は回顧録『懐旧記
』で、
「相模国三崎」と書いているが、
藩
兵のほとんどは上宮田陣屋に駐屯していたので、
おそらく永胤も上
宮田陣屋で幼年期を送ったも と思われる。
近代に入り三崎の名前
が観光地や漁港 して著名になっていたので、
この地名を思い出し
たのであろう。
第1図は、
彦根藩の三浦半島における陣屋と台場
(砲台)
番所、
そして預所の村々の位置を示したものである。
当然藩主・直弼
三浦半島の警備に重大な関心を寄せ、
相馬家
が三浦半島に転住した翌四年三月に
は、
藩主自らが相州警備場所と
称する地域を巡回し、
調練の様子などを見分、千駄崎御台場では発
砲訓練まで見分した
(同)
。
-遠見
しかしペリlは、
突然江戸湾に姿を現し威嚇外交で開国を迫った
のではなかった。
前年
の嘉永五年(一八五二)六月、
毎年
この時期
訪れるオランダ船が幕府に提出する
「当子年阿蘭陀別段風説書」
(『大日本維新史料』類纂之部
井伊家史料二、
東京大学出版会
の一部分に
九六一)
愛に又一説有之候、
北アメリカ供和政治の政府、
使節を送り、
日本国と通商遂度由に有之候
日本国に
(中略)
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一説には右船々
使節を江戸に差越
候 命 を 請 候 由
ニ有
之候
当時の説にてハ、船将アウリッ
キ(
人 名
)使節の任を船将
ペル
レイ(人名
)に譲り
、且
唐国海
に有之候ア
メリ
カ海
軍
数般の蒸気船、左之
通相増候由に有之候
(中略
)
風聞書にハ、上陸囲軍の用意も致
し、諸道具積入有之由に
候、併右船々
当
四月下旬(当三月初旬に
当る
)前にハ出帆
難成、若は
今 少 し 延 引
可致由に有之候
という内容の記事があった。
オラ
ンダ船が
もたらしたアメ
リカ船
の
江戸湾への来航の情報である。
し か し こ の
ペリ
l提 督 来 航 の 情 報 は 、
世間を不安に陥れるということで、浦賀奉行や
江戸湾の防備に当た
る諸藩、長
崎 湾 防
備の佐賀藩や福岡
藩、そして薩摩藩などを除いて
伝達されることはなかった。
しかし三浦半島を防備する彦根藩には
伝 え ら れ て い た ので、
上宮田陣屋で指揮をとる彦根藩上層部まで
は
流れていたことだろうが、相馬隼人にま は届いていなかった
と思
われる。
彦根藩は当然来航に備えて沿岸防備
に努めたが、しかしそれはき
わめて頼りないものだった。
『大日本維新史料
類纂の部
井伊家
史料』
三(東京大学出版会
一九六三年
)に収録されている藩主・
直弼に宛てた、側近で当時相
州警衛に当って
いた
三浦
十
左衛門から
の書簡には、「蘭説之時節」、つまり
「当子年阿蘭陀別段風説書」
に
ある
ペリ
l来航の時期が近づいても、「たとへ
ハ御武器
之
内御鉄砲
ハ有之候
へ共、玉薬無之、玉薬之御
手当ハ有之候
ヘ共
、鉄砲之巣中
錆腐り容易
一一 発砲も難出来、或ハ大筒ハ有之候
へ共
、運送
可致車台
杯之御道見も無之」
と苦境を訴えねばならない状況であった。
そこへ六月三日、アメリ
カ東
イン
ド艦隊司令官
ペリ
ーが
率いる蒸
気船二
般と帆船二
般が江戸湾内に侵入し浦賀沖に停泊したのであっ
た 。
このときの様子を
彦根藩上宮田陣屋を預
かる宇津木六之丞は、彦
根にいる近親に対して、次のように知らせている。
六月三日昼九
ツ半時(正午ころ
)比
、三崎
町猟師駆付、城
ヶ嶋
沖合四、五里之処
-一
異国船
四般見候段注進致
候問、早速検使・
副使・物見船等
指 出 し 人 数 揃 居 候 処 、 城
ヶ嶋
御 台 場
先十
四、五
町之処江
異船
四
般相見候趣、右御番人より注進有之
一一 付、直様
御馬役古沢六右衛門乗切
一一 て、異国船渡来之注進宮田江
為致候
( 『
神奈川県史』
資料編日
-4 6 -
近世
7
一九七八
)
これが彦根藩上{呂田陣屋が、ア
メリ
カ船
の
江戸湾侵入を知った第
一報である。
この情報は帰藩していた藩主・直
弼にも届けられた。
そ し て 浦 賀 に 近 い 千
駄 崎
台 場 に 、
「 直
様兵根遣
ひ、 御 使 番 ・ 御 目 付 ・
軍事方・御祐筆・御医師」(同
)な
どを
集結させ、防衛体勢を強化
し た 。
そして浦賀奉行から、浦賀は外国応接の
場ではないので長
崎
へ回れという幕府の要請に対し、
すで
に
先 年 オ
ランダ
政 府 を 通 し て
江戸
で
「北
アメ
リカ
国
王よ
り
日本
国王江之書
翰」
(同
)を
渡せる
よ
うに伝達してあるという
理由
で、
ア
メリカ
船が拒絶している状況な
ので
、此度は是非御打払被成候様御達申候様
一一 可相成問、御如才ハ無
之事
一一 候へ共、御打挫き之御手配り専一と存候
(前掲書
)
と 、 無 二 念 打 ち 払 い 令 に よ る 攻 撃 を 実 行 す る こ と に な る だ ろ う か ら 、準備を怠りなきよ
うにという指示が出
され
て い た 。
そのため彦根藩
が受けもつ千駄
崎 台
場 は 緊 張 の 連 続
であ
った
。
その相子
であるアメ
リカ艦
隊は
創立者 ・ 相馬ノk胤家 と 祖父隼人につ い て
四般
共凡三百
人程乗組罷在、惣人数千
一一
百人計、五、六貫日之
大筒
四般
一一 而百挺計も有之、蒸気船ハ迅速ヲ
主と致し、軍船ハ
堅実ヲ主と致候と見へ申候
(前掲書
)
という情報が
もたヨりされた。
そしてその内の軍船
(帆船
)
千 代
ケ崎
台 場 か ら
「二
十丁位
(およそ半里ほど
)」
(同
)の海面に停
泊し、
「スハと申セハ右御台場
(千
代
ケ崎
台 場
)ヲ打挫き候手配と
相見へ」
(同
)、さ
らに他の蒸気船と軍船が、浦賀港と島
ヶ崎
と観音
崎 台 場 へ
の攻撃体勢を整えたの
で、 他 の 台 場 か
らも砲台を集め臨戦
一般
が 、
「惣人数六百
人計」
(同
)が
加勢に加
わ
り、八日夜
、式
場とな
る
久里浜
海岸におい
て第
2
凶に示した場所に陣を敷いた。
そ の 数 は 、
「中
野小三
郎・奥山
右膳両番頭戦
士百人、御物頭六組、惣人数二千
百六十八人出張」
(同
)
であ
った
。
しかし国書
受け
取り後もアメ
リ
カ船
が、江戸湾深く侵
入し沿岸近く
での
海深の測量な
どを断
行し緊
張が続いたの
で、
「御固
引払ハ十二
日之夜
ニ而、三
崎 江 ハ
十三日未
明ニ帰陣仕候」
(同
)と
、一
二日
まで
久里
浜に釘
付けに
さ
れてい
た
民
起用日)持率ヨ
111牛車お2
1>:-<説4
制トコ-<t;=、
� 場レ
1:' 1 見 時 舵 f 有h 人二 d\ りト ニ 「ゐ 両足十 来 ヌ 比 五 ぇ Iiコ ! ィ、ì. :-え プ、
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ので
ある
。
体勢に入
った
のであ
る。
第 2 図 ア メ リ 力 使節応接の警備図
(U"神奈川 県史」 資料編 近世 7 よ り 転載)
こうした態勢のまま六
月九日、
久里浜
での
大統
領国書の
受け取
りが決定
し、浦
賀奉行所より、
「此
方様
(彦
根藩
)
・河
越家
ハ陸
固メ」
(同
)を
申し付
けら
れた。
そのため
七日、
江戸
からは
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こうした状況の
なか
で相馬
隼人とその子
三平
もまた
、この
日米
の
外交交渉の警備に駆り出さ
れることにな
った
と思われる。
二人
とも
この歴史的場面を実体験したことは間違いなかろう。
そこ
で彦根藩は、まず第一次
ペリ
l来航後に相州警備に駆り出さ
れた
家臣に対して、慰労の報奨金を下賜した。
隼人
には
嘉永六
法大丑
年八月
十二日、於
相州、当夏異国船渡来之節骨
折 出 精相勤一段
一一 思刀
口、為御褒美御紋附御上下壱具・御銀
三枚被下置候
三平には
嘉永六京大丑年八月
十二日、於相
州、当夏異国船渡来之節出
精相勤候 一 一 付 、
為御褒美御金弐百疋被下置候
とあり、隼人と三
平への下賜物にはかなりの差があった。
それは
隼
人が「骨折出精相勤一段一一思召」というの
に対し
て、三平は「出精
相勤」
としか
書かれ
ていないことからみて、その功労の度合いに差
があった
ため
であ
ろう。
おそらく
隼人は最前線に駆り出さ
れ、
それ
なりの功績を果たしたのであろう。
この間、彦根藩は
家康以来の京都守護役をは
ず さ
れ、相州警衛を
命じられ
たのが、藩の名誉にかかわる大
問題である
として
、しばし
ば警衛免除の嘆
願 を 行 っ て き た 。
その
ため
で
あろうか、幕府は同年
二月
一
四日、相州警備を解き、羽田・
大森辺の警衛を彦根藩に申
し付け
たが、羽立嘉永七年一月の
ペリ
lの再来によって依然
江戸湾防
備の態勢は解け
ず 、 そ の
まま対応することとなった。
その後幕府は、嘉永七年(一八五
四)
三月
三日、日米和親条約を
締結した。
そして
彦根藩に対
し同
年四月
九日、京都守護を命じ、同
時に羽田・
大森海岸防備の任も解いた。
こうし
て彦根藩は待望の家
格に復古したのである。
この 間 、相馬家は彦根へ 戻 さ
れず江戸詰を命じられ、羽田・大森
海岸の防備につくことになった。
そし
てその防備も解除さ
れた四月
以降、江戸の彦根藩中屋敷へ戻ったのであろう。
その後隼人は、相
州詰だった家臣で彦根に帰還する者たちのた
めの
、「
御旅道
具預
り
役」
を命じられた。
こ う
し
た一連の交替業務が
終了し
たところで、彦根
藩は
ペ
リー再
来と羽田・大森
備 場 の
引き払いの労苦に報いる
べく
関係家臣に対し
て再び報奨金を下賜した。
『侍中由緒帳』
によると、隼人へは
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同年(嘉永七
)八
月
朔日、当春異国船渡来之
節 、 出 精 相 勤
一段
一一 思召
、為御褒美御上下壱
具・御銀弐枚被下置候
同年八月朔日、御備場御引渡御用多之
処 出 精相勤候ニ 付 、
佐野御綿弐把被下置候
父三平には
嘉永七甲寅年八月朔日、当春異国船渡来之
節 、 出 精 相 勤 候
ニ付、為御褒美御金
三百
疋被
下 置 候
という報奨が下賜されている。4.
桜田
門外
の変と祖
父隼人
日米和親条約の締結以後、ロシア艦隊
の 長 崎
来航、禁裏御所の炎
上、安政の大地震など、
幕府は立て続けに重大な
問題に直面した。
そして安政三
年(一八五六
)七
月の初代アメリカ
総 領 事 ハ リ ス の 伊
豆下回
への来日に始まる日米修好通商条約の締結に向けた外交交渉
過程のなかで、直弼は幕府大老に推され幕政の主導権
を握る
こと
に
なる。
創立者 ・ 相馬永胤家 と 桐父隼人につ い て
周知のように藩主井伊直弼はその後、日米修
好 通 商 条 約 の 締 結 、
将 軍 継
嗣問題での紀州藩主徳
川慶福(家茂
)擁立をめぐる政争、安
政の大獄というの渦中にあって中心的役割を担い、尊王嬢夷派から敵視されるに至る。
そ し て 安 政 七 年 (
一八
六 O
)二
一 月
三日、桜田門
外で水戸
の浪士ら一八人に襲われ殺害された。
直弼の首は、藩士が
捜 索 し
たと
ころ、近江国三上藩遠藤氏の藩邸の辻番所
にある
こと
を
突き止め、
彼らは家臣の首だと偽って
こ
れを受け取ったという
( 「
彦根市史』
第三巻
通 史編
近代
) 。
この
藩士
とは誰か。
それが相馬
隼人で
あっ
たとい
うので
ある。
『相馬永胤伝』
に は 、 古 川 英 治 さ ん の
『井伊大老』
(講談社
一九七
七)
に収められている
「桜田拾遺」
のなかに紹介されている隼人が
出 し た 受 取 証 が そ の ま ま
転載されている。
次のような史料である。
井伊掃部 頭 徒 先 供 、
加田九郎太首級御引渡儀及掛合
候 処 、 御
引
受 相 成 、 儲 か に 受 取 申 候 也
、為念如此御座候
以 上
相馬隼人
三月三日
粥川鞠夫殿
古川さんによると、受
取人粥川鞠夫は、
遠藤氏の用人であるとい
う。
加田九郎太は、たしかに彦根藩士で桜田門外で即死した者の一
人である。
しかし吉 川 さ ん は 、
明治
一二年
(一八八八
)に
ジ
ャー
ナ
リストで民
権家だった嶋田三郎が著わした
『開
国始末』
(嶋田三郎
一八
八八
)の「三月三日の暴挙」
の条を参考にしており、その
一部
を紹介しているが、その全文は次の通りである。
49 -
薩士有村(治左衛門
)ハ
直
弼の頭を携へて辰の口に至りしが、
重 傷 に 勝 へ ず し て 自 殺
し(有村の死したる地ハ当時若年寄遠藤
但馬守胤統
〈近江三上藩主〉
の 官 邸 の 近 傍 な り し を 以 て 、 遠 藤
の衛士、直弼の頭を
一旦
其
番所に入れ、又其邸に入れたり。
彦
藩三
浦清記
・横川又太郎此に到
り、加田九郎太の頭と称
し返還
を請
ひて
携へ帰る。
藩医岡
島原山達縫接して之を葬むれり。
世或
ハ直弼の頭ハ水戸に持去られたりと伝
ふる
者あれ
ども、
是
も亦
人 心 淘 々
た る の 聞 に 伝 へ た
る批言の一なり。
此変、直弼の従者
一人
の 頭 足 を 異 に せ し 者 な し 。
且遠
藤 の 邸 吏
が頭を発見するや、
之を邸内に入れ、新函を製し自に裏みて之を盛り、其取扱に鄭重を尽せしハ、直弼の頭たるを知りしによる。
又三
浦・横川の
二人が頭を請取らん
と請
ひし時、遠藤より既に幕府に上申して
検吏の臨めるに逢へり。
三浦・横川ハ検視を経
ず し て 請 取 ら ん
とい
ひ、幕吏ハ検して後に渡さんとい
ふ。
遂に、此事を上申し
て指揮を乞
ひしに、幕府特に検視を止めしハ、従者の頭と称し
て喪を秘せしめんとするが為なりき。
若し、真に従者の頭なら
ん に ハ 、 遠 藤 邸 に 於
て鄭重の取扱あるべき理なく、又、幕府が
検視を止むるの理なし。
以て世伝の誤を証すべし。
)
とあり、遠藤家へ首を貰い受けに行ったのは、
二一
浦清記と横川又太
郎の両人で、直弼の首を幕府の検視なしで加田九郎太
の 首 と し て 彼
らにあっさり引き渡したのは、直弼の
死を隠蔽する工
作だったとい
うの
で
ある。
一二浦清記はまちがいなく彦根藩
士で、前出の直弼の側
近三
浦十左衛門の息子で、この時、御小納戸役兼御部屋番で
あった 。
横 川 は 不
明である(
「侍中由緒帳』
) 。
隼人と三浦らが別行動で
遠藤 邸 に
行ったとは考えにくいの
で、
三
人が同行して 、 首 の 受 取
証を書いたのが一番年配の隼
人とい
うこと
になろ
う。
彦根藩江戸屋敷
は 、 幕 府 と 連 携 し て な の か ど
うかは不明であるが、
三月三
日、直弼の名で桜田門外にて狼籍者に襲撃され、防戦したも
のの怪我
を し た の
で、
ひとまず帰宅し登城できなかった
旨の届
けを
出した(
『彦根市史』第八巻
資料編
近代
) 。
ただし彦根藩内の動揺は激しく、
それ
を鎮めるべく、翌日、家老
岡本半介の名で犯人の引渡しを求める願書を幕府に提出した。
掃部頭昨日登
城之節、於途中狼籍者御座候処、右之者共者水
戸様井松平修
理大
夫様(島津
忠義
)御家来之趣相聞申候、掃部
頭ニ茂手負被申候程之儀-一付、
昨夕分而之御達茂御
座候得共、
何分家中之
者共此侭暫時
一一茂難
罷在、御捕押
一一 相成候者共御渡
ニ相成、家来之
者共子細柄相心得度旨一同懇
願仕候問、何卒御
憐察成下置願之通被
仰付候様仕度、此段奉願候、以上
井伊掃部頭家老
岡本半介(官通
)
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月
四
日
同道
( 『
彦根市史』
第八巻
相
資 馬
料 隼
編 入
近代一
)
よく見ると
、江戸家老
とともに、
「同
道」
人として相馬隼人が名
を連ねている。
これは隼人が連署することで、この願書が幕府に対
して説得力をも
っと判断されたから
なのか、そ
れとも連署する適当
な 家 臣 が 近 く に お ら ず 、 た ま た 同 道 し て い た隼人が名 を 連 ね た の か 、
い ず
れ に し て も 隼 人 が 江 戸 城 内 へ 向 か っ た
家老に
「同道」したこと
だけは間違いない。
なぜ彼が選ばれたのだろうか。
直弼の首を譲り受けたことも含め
て、彦根藩江戸藩邸での隼人の
位置づけが問われることになろう。
なぜなら、彦根藩の存亡にかかわる重大事件に隼人が重要な役割を果たしているからである。
幕府は、この事件を隠蔽することによって政治的動揺を抑えるこ
ととした。
しかし、巷間では瞬く聞に直弼暗殺さるという情報は広
まっていった。
その点は諸藩へも同様であった。
たとえば加賀金沢
藩主の前田家には
創立者 ・ 相馬永胤家 と 祖父隼人につ い て
江 戸 当月三日朝五時頃、 井 伊 掃 部 頭 様 登 城 之
節、桜田御門弐γ
斗先へ御乗物
参 り 候
処、浪人駄之者三十人斗御乗物両様より抜
身突込候由、右浪人駄之
内十七八才斗之者生首刀-一貫
キ日
比谷
御門通り和田倉御門外脇坂
様 御 門 前 ど ん ど
橋迄馳来り自害いた
し罷在候由(後略
)
( 金 沢 市 立
玉川図書館近世史料館蔵
「加能越文庫」
)
という内容の情報とな
っ て 伝 え ら れ て い
た。
しかし幕府はまったく
公 表 し な か っ た 。
そのため江戸の情報屋藤岡屋は、
三月
四日
以
降、
「掃部頭・稲垣
・堀登城無之
」(
四日
)、「
掃部一
頭 、
今日も登城無
之」
(五日
)と
三月
二
八日まで、毎日、直弼の行動を書き続け、晦日に
なって
「思召有之、御役御免
被成候」(
『藤岡屋日記』
第九巻
一書
房一
九九一
)と 記 録 す
るに
留
めている。
桜田
門外の変後、彦根藩の江戸藩邸で事後処理にあたったのは
、
家老岡本宣廼(半介
)と城使宇津木景福だった。
ここで日ご
ろ幕府
との聞を取りもつ御城
使の役割が最大限発揮された。
そ の 点で、
か
つて城使役を務めた相馬隼人が家老に
同道したのも、そうした職務
上の経験を買われてのことといえるかもしれない。
彼らの手で、閏
一二 月二三
日には、嗣子愛麿(後の
直憲
)の家督相続願いが幕府に出
され、そしてよう
やく閏三
月晦日になっ
て直弼の死が公表された。
この間、三月一八日、江戸城本丸が
焼失し、年号が万延と改まっ
た 。
そのころ、前
田家に
伝えられていたであろう桜田門外の変を知
一通の文書が添付されていた。
そこにはなんと
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ら せ る 書 状 に 、
御国替之沙汰
勢州桑名
日疋迄彦根是迄
姫路
是迄桑
名
井伊掃部頭殿酒井雅楽頭殿松平越中守殿
江州彦根播州姫路
と 記 さ れ て い た 。
彦根藩 の 不 始末で、三 方 領 知 替 の 噂 が
一部
に 広 が っ
ていたことを物語る。
こうした井伊家に対する批判的な雰囲気はな
かなか収まらなかった。
それゆえ一度は本領を安堵されたものの、
文久二
年
(一八六二
)閏八月になって、彦根藩は
京都守護を免
じら
れ、合わせて五万石の上知と村替えが命じられ
た。
そして一一月に
は一O万石の上知を命じられて、幕政の第
一線から退くことになっ
たのである。
終わりに|
晩年
の祖
父隼人
と
父右平次|
では相馬永胤は 、 桜 田 門 外 の 変 を ど
う受け止め
て い た の
だろうか。
回顧録『懐旧記』
には、当日のことを次のように記している。
井伊大老ノ遇難桜田騒動ハ、安政七年三月三日ニテ、余が(十一)
歳ノ時ナリ。
当時余力祖父ハ、御城使ノ役目
ヲ 勤
居リ、赤
坂ノ中屋敷ニ居住シタリシ
力、当日ハ早朝ヨリ大
雪降
り頻り、
殆 ン ト 門 外 - 一 出 ル ヲ 得 サ ル
程ナリ。
丁度朝飯ヲ食シ終リシ頃、
祖 父 ハ 其 報 知 ヲ 間
キ、
一刀
ヲ
提ケ
急キテ
家出セシ
コト ヲ 微 ニ 記
憶シ居レリ、余ハ、
十 五 六 歳 ノ 頃 一 一
ハ、大老ノ為メ
復 縦 ヲ 為 ス
ヲ以テ祈願トシ(以下略
)
と、その朝の祖父隼人の行動をかすかに覚えてい
た。
た だ隼人は前
述 し
たように
もう城
使役を免じられていて、その時は、「他所懸り
御取次頭取」
とい
う、
江戸藩邸で諸藩とのやり取りを受けもつ業務
の ト ッ プ に い た 。
それより隼人は、すでに紹介
したよう
に文政三年(一八二O
)に
は 、 大 名 火 消 し の 一
つで、近隣で火事があれば出動する「三T火消」
と し て 活 躍 し 、 安 政 三 年 に も
近 く に あ っ た 紀 州 家 長 屋での出火にも、
すぐさま火事
場へ
駆けつけ、
「御人数下知
致シ消留」
めて褒美をい
ただくよう
な 人 物 だ っ た 。
藩の一大事の報を聞いて、
「一
万 ヲ 提
ケ」
と、おっとり万で現場に駆けつけ
ても不自然ではない人物だった。
隼人はその後、万延元年間
三月二五日、御鉄砲玉
薬奉行を命ぜら
れたが、そこで、今度はその下役の家臣
たちが、玉薬を不正に売り
払ったことが発覚したため奉行の任を解かれ、文久二年、中屋敷見廻り役に就き、
翌三
年四
月二
四日、病
死する。
何歳で
あったかわか
らないが、
『侍中由緒帳」
の最初の記録が文化
二年
(一
八一
四)
だから、
四九
年間は家臣として勤めている。
そこから推測すると、
少 な く と も 六 五 歳
前後にはなっていたと思われる。
永胤の父三平が、代々
の名前である
右平次と改名したの
は 安 政 六
年(一八五九
)の
ことである。
その時は「内目付」
に就いていた。
その後藩邸の
「不時見廻り役」
に代わったが、右平次は、
父隼人が
閉塞などを命じられる度に、それに連座して出動停止の命を受け、復活しても「
不時見廻り役」のままであった。
父右平次が日の目を見る
のは父隼人の死
後で、
「跡式無相違百三
拾 石 」
を受け継ぎ、元治二年(
一八六
五)
九月一
四日、隼人の最後
の役職だった御鉄砲玉
薬奉行に就任する。
しかし慶応三年(一八六
七)に
は
慶応三丁卯年九月十
四日、伸子亀太郎儀
、高霊長雷重頭之
風俗
ニ 有之趣相聞、
不均
一一 思召
、
為慎置候様被仰付、
右一
一
付恐入、
伺之通指相御留守居申渡、
同月十七
日、
伴子慎御
免被仰付、
井指拍御免申渡候、
と、
「伴子亀太郎」
(永胤
の幼
名)
が、
風俗素乱を
訓告め
ら
れ謹慎を命
じられると
い
う騒ぎ
に遭
遇す
る。
永胤
は
回顧録
『懐旧記
』
で、
その
ような
ことは
一言も
記さず
、
専ら武
芸と学
問
に専
念し
たこ
とのみ
を
記し
てい
るが、
おそ
らく
当時同世代
の志士たち
に似た独
特な風
貌で
江戸市
中を閥
歩し
て歩き評
判にな
った
のだ
ろう。
そし
て父
右平次
は、
戊辰戦争
の最中、
彦根
への
転
居を命じ
られ
、
明治
二年
(一
八六
九)
、
彦根
亀堀元屋敷
に屋
敷地
を与
えられ
て、
廃
藩置県を
迎え
るの
である
。
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以上
が、
相馬
家が代
替わ
りご
とに
藩
に提
出
した
「由緒書」
を通し
てみた
、
相馬
家の歴
史である
。
残念
ながらそれぞれ
の当
主の
生
年が
記さ
れていない
ので
、
何歳
で亡くな
った
の
かが不
明である
。
しかし
二代
、
三代の右
平
次の代に藩の中
堅の家
臣にま
で上り
、
江戸藩
邸で
は重職
の
一つ
であ
る御
城使役
に就き、
四代隼人
の代に波
乱の時
代を
迎え、
ペリ
l来
航や桜田門
外の変
とい
う幕
末維新期と
の画
するよう
な重
大事件
に遭
遇し、
その
渦
中にあ
って直
接歴史的経験を
した
稀有
な家
系で
ある
ことは
間
違いない
。
創立
者・
相馬永胤
は、
この
よ
うな
家族
の歴史
を糧に成
長
してい
った
ので
あろう
。
